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6〕 宵内多段異物による 宵穿孔の l例
岐阜市民病院外科































































で達していたがp 肋骨，胸骨，胸腹膜腔とは全く ／ ~I日
のない孤立性銭湯である．創は肉芽を充分掻破し I,I 
的に閉鎖p 術後経過は良好である．



























































症例 1 10才男子． 自動車がパックして腹部を打
撲，」時間後より腹痛嘱吐を来す．腹部は全般に膨隆
1：、
ク氏徴候を認、む．交｛努後20時間で開腹，腹腔に約1000
ccの血液あり牌臓破裂を認めた．牌臓易リ出術を施行し
治癒した．
症例2 26才男子乗用車にてオート三輪と衝突上
院部を打撲帰宅後腹痛噌強し悪心を倖なう．右側腹部
上腹部に圧痛腹壁緊振p プルムベルク氏徴候著明に認
めえ!Jj後21時間で開腹，腹腔に60ccの血液あり上行結
腸間膜に血腫を認めた．
症例3 28才女子．歩行中~I三輪と衝突右側腹部に
圧痛抵抗あり純血尿を認、む．右腎損傷にて保存的治療
を行い治癒した．
症例4 5-1才女子一自動車とコンクリートで腹部を
狭圧，そ傷後4時間で開腹p 小腸の破裂を認め縫合し
治癒した．
なお本症は恥骨骨折を合併していた．以上4症例を
報告し診断勺につき若干の考察を行なった．
4) 腹壁深部慢性膿疹の 2例
岐阜医大第I外科
国藤三郎
腹x：；（（~，＂，j；に発生した慢性膿持 2 例を経験したので報
告する．
第 I例は38才男子でp 主訴は右上腹部圧痛性腫腐で
あった．術前診断は腹腔内腫熔で開lh！により腹筋と腹
膜との間に発生した ij~~j(!j で，膿の陪養により一般細菌
も結核蘭も証明されなかった．肉芽組J織の組織像では
慢性炎症性変・化を認めなかった．病H作に右上腹部の外
